
日
頃
何
気
な
く
散
歩
し
て
い
て
も
気

づ
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
何
か
の
拍
子

に
ふ
と
目
に
と
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
つ
い
最
近
も
、
春
の
ま
だ
浅
か
っ

た
頃
に
は
小
さ
く
弱
々
し
か
っ
た
畑
の

茄�

子�

の
苗
が
、
い
つ
の
間
に
か
枝
が
し

っ
か
り
し
て
葉
も
色
濃
く
な
っ
て
い
て

驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
に
日
に

深
く
な
る
緑
の
中
で
ア
ジ
サ
イ
の
青
や

紫
も
色
鮮
や
か
、
夏
に
向
か
う
植
物
の

み
ず
み
ず
し
さ
や
力
強
い
生
命
力
を
感

じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
先
日
、
エ
リ
ア
な
か
い
ち
 に
ぎ

わ
い
交
流
館
で
開
催
さ
れ
た
｢第
63
回

秋
田
県
代
表
い
け
ば
な
作
家
展
｣に
足

を
運
び
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
作
品
を

眺
め
て
い
る
う
ち
に
素
人
の
私
に
も
、

〝
緊
張
感
を
も
っ
た
空
間
の
デ
ザ
イ

ン
〟〝
単
純
で
は
な
い
が
保
た
れ
て
い

る
均
衡
〟
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
花
に
限
ら
ず
葉

で
あ
れ
茎
で
あ
れ
、
自
然
の
素
材
と
人

間
の
感
性
で
形
づ
く
ら
れ
る
空
間
は
初

夏
の
季
節
感
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
く
日
本
の
伝
統
文
化
に
茶
道
が

あ
り
ま
す
が
、
先
月
３
日
、
千
秋
公
園

で
は
｢第
40
回
 千
秋
茶
会
｣が
あ
り
ま
し

た
。
茶
道
は
、
お
も
て
な
し
の
精
神
を

基
本
に
心
の
通
い
合
い
を
通
じ
て
、
豊

か
な
心
と
美
に
対
す
る
精
神
性
を
深
め

て
い
く
道
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
残
念
な

が
ら
今
回
は
、
盛
岡
市
で
開
か
れ
た
｢東

北
絆
ま
つ
り
｣へ
参
加
し
て
い
た
た
め

出
席
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ゆ

っ
た
り
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
い
た

だ
く
〝
至
福
の
一
服
〟
は
、
本
当
に
心
を

落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
今

で
は
秋
田
に
夏
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し

て
、
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

千
秋
公
園
と
い
え
ば
、
近
く
｢さ
く

ら
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
｣を
始
め
た
い
と

思
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
三
種
町
出
身
で
読
売
新
聞
特
別
編
集

委
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん
か
ら
提
案
い
た

だ
い
た
も
の
で
、
１
本
ご
と
に
定
額
の

出
資
を
募
り
桜
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に
な

っ
て
も
ら
う
内
容
で
す
。
生
育
に
必
要

な
施�

肥�

や
剪
定
な
ど
は
市
の
公
園
課
が

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の

誕
生
、
進
学
･就
職
、
あ
る
い
は
結
婚
記

念
、
還
暦
祝
い
な
ど
、
人
生
の
大
き
な

節
目
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
桜
の
木

の
成
長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
を
重
ね
合

わ
せ
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
｢１
本
の

桜
｣と
向
き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
も
う
一
つ
。
平�

�
�

昌�
�
�

五
輪
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、

ザ
ギ
ト
ワ
選
手
に
贈
ら
れ
た
｢マ
サ
ル
｣

の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
流
れ
て
い
ま
す

が
、
千
秋
公
園
に
秋
田
犬
保
存
会
会
員

自
慢
の
秋
田
犬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
｢秋
田
犬
ふ
れ
あ
い
処�

�
�

in
千
秋
公

園
｣で
は
、
直
接
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
満
面
の
愛
ら
し
さ
で
み
な
さ
ん
を

迎
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
千
秋
公
園

界�
�

隈�
�

は
い
つ
も
こ
ん
な
話
題
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
今
の
季
節
は
〝
緑
の
シ
ャ

ワ
ー
〟
を
浴
び
な
が
ら
の
公
園
散
歩
が

お
す
す
め
で
す
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)
｢秋田犬ふれあい処 in 千秋公園｣のオープニング式典で(６月16日)

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

＊｢さくらのオーナー制度｣については、広報あきたなどで改めてお知らせします。

ぶ
ら
り
な
か
い
ち
〜
千
秋
公
園

♪

桜
の
木
に
人
生
を
重
ね
て
み
て
は
…



３ 広報あきた　平成30年７月６日号

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

山
本
敬
悦
(茨
島
)、
佐
々

木
ひ
と
み
(河
辺
)、
佐
藤
 充
(外
旭
川
)、

小
松
友
子
(大
住
)、
工
藤
真
紀
子
(雄

和
)、
伊
藤
和
子
(雄
和
)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

松
渕
秀
男
(下
北
手
)、
井
上
文

子
(中
通
)、
熊
谷
明
夫
(南
通
)、
小
坂
省
史

(保
戸
野
)、
工
藤
忠
三
(保
戸
野
)、
辻
良
之

(保
戸
野
)、
工
藤
幸
男
(旭
南
)、
淀
川
 登

(川
元
)、
金
子
一
典
(山
内
)、
鎌
田
 弘
(蛇

野
)、
橋
本
 靖
(手
形
)、
鈴
木
史
朗
(手

形
)、
太
田
忠
幸
(土
崎
港
)、
菅
原
 勉
(土
崎

港
)、
佐
藤
與
志
郎
(土
崎
港
)、
畑
山
喜
久

雄
(新
屋
)、
佐
々
木
雄
一
(新
屋
)、
安
田
浩

一
(新
屋
)、
佐
々
木
喜
徳
(太
平
)、
佐
藤
 章

(外
旭
川
)、
佐
藤
由
忠
(豊
岩
)、
伊
賀
勝
郎

(仁
井
田
)、
門
脇
勝
男
(仁
井
田
)、
杉
原
峯

夫
(仁
井
田
)、
岩
崎
信
髙
(四
ツ
小
屋
)、
伊

藤
正
良
(牛
島
)、
小
林
一
三
(御
所
野
)、
戸

井
田
俊
孝
(河
辺
)、
小
野
寺
教
良
(河
辺
)、

藤
田
靜
雄
(河
辺
)、
鈴
木
 勉
(河
辺
)、
早
川

晴
耕
(河
辺
)、
佐
藤
光
美
(雄
和
)、
利
部
吉

人
(手
形
)、
熊
谷

和
(河
辺
)

■
市
民
生
活
　

消
費
生
活
審
議
会
委
員
▼

柳
沢
和
子
(泉
)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

フ
ラ
･ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
▼

熊
谷
榮
助

(八
橋
)、
嵯
峨
銀
之
助
(太
平
)　

民
生
委
員
･児
童
委
員
▼

長
沼
謙
悦
(雄

和
)、
齋
藤
順
子
(泉
)、
濵
勝
恵
(保
戸

野
)、
小
野
勲
夫
(港
北
)、
佐
藤
良
一
(外
旭

川
)、
富
山
正
子
(桜
)、
小
野
寺
陸
夫
(御
所

野
)、
戸
嶋
二
郎
(旭
南
)、
中
川
敬
子
(土

崎
)、
佐
藤
忠
子
(旭
北
)、
佐
藤
義
孝
(築

山
)、
柏
谷
英
夫
(旭
南
)、
佐
藤
恵
三
(港

北
)、
森
合
 滿
   (太
平
)、
鈴
木
 勇
(四
ツ
小

屋
)、
京
野
長
一
(上
北
手
)、
奈
良
敬
子

(桜
)、
吉
尾

彦
(御
所
野
)、
佐
藤
治
司

(豊
岩
)、
中
村
れ
い
子
(旭
川
)、
保
泉
 透

(広
面
)、
齊
藤
尚
子
(港
北
)、
鎌
田
賢
一

(外
旭
川
)、
中
川
弘
人
(下
新
城
)、
鈴
木
武

敏
(四
ツ
小
屋
)、
斉
藤
忠
一
(金
足
)

■
保
健
･医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

田
口
フ
ミ
子

(河
辺
)

■
環
境

環
境
審
議
会
委
員
▼

村
田
勝
敬
(柳
田
)、
福

岡
真
理
子
(濁
川
)、
髙
橋
敦
子
(飯
島
)　

不
法
投
棄
監
視
員
▼

佐
々
木
正
勝
(河
辺
)

■
産
業
振
興

六
次
産
業
振
興
▼

瀧
田
 稔
(河
辺
)、
浅
野

育
子
(雄
和
)、
木
山
美
佐
子
(下
北
手
)

商
業
振
興
▼

金
子
政
廣
(広
面
)、
嵯
峨
 敏

(広
面
)、
加
賀
谷
 忠
(仁
井
田
)、
最
上
 真

(土
崎
港
)

■
教
育
･文
化

社
会
教
育
委
員
▼

三
浦
研
二
(土
崎
港
)、
原

義
彦
(柳
田
)、
伊
藤
妙
子
(川
尻
)　

青
少
年
育
成
▼

藤
原
博
子
(楢
山
)、
吉
田
正

子
(泉
)、
鳥
前
 晃
(下
浜
)、
坂
田
谷
義
憲
(広

面
)、
菊
池
正
親
(広
面
)、
小
田
島
惠
子
(仁

井
田
)、
鎌
田
 均
(下
新
城
)、
伊
藤
 久
(雄
和
)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

一
ノ
関
敏
昭

(土
崎
港
)、
加
賀
谷
重
孝
(土
崎
港
)、
熊
谷

聖
子
(上
北
手
)、
藤
井
武
光
(飯
島
)、
堀
井

テ
イ
子
(外
旭
川
)、
佐
藤
 薫
(八
橋
)、
長

岐
イ
ク
子
(千
秋
)、
山
木
道
子
(千
秋
)、
谷

口
猶
子
(御
所
野
)、
田
中
紀
紅
子
(御
所

野
)、
渡
部
惠
美
子
(御
所
野
)、
佐
藤
ア
サ

子
(千
秋
)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

佐
藤
信

利
(土
崎
港
)、
長
谷
川
ミ
オ
子
(桜
)、
中
川

久
美
子
(下
新
城
)

◆
秋
田
市
功
労
者
表
彰

秋
田
市
身
体
障
害
者

協
会
会
長
と
し
て
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
な

ど
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
同
協
会
の
発
展
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
な
ど
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
勢
発
展
へ
の
貢
献
を
称�

�

え
て

川
田
直
政
さ
ん
(新
屋
)

秋
田
市
商
店
街
連
盟

会
長
と
し
て
商
店
街
の

健
全
な
発
展
と
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
積
極

的
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
商
業
の
振
興
･発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。秋

田
商
工
会
議
所
の

役
員
と
し
て
秋
田
市
の

産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
ほ
か
、
広
く
小
規
模

事
業
者
の
経
営
活
動
へ
の
支
援
に
尽
力
さ
れ
、
商
工

業
の
振
興
･発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
ノ
関
勝
義
さ
ん
(広
面
)

藤
澤
正
義
さ
ん
(南
通
)

７
月
12
日
は
｢市
の
記
念
日
｣で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁
に

ち
な
み
、
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
７
月
12
日
(木)
午
前
10
時
30
分
か

ら
文
化
会
館
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
111
人
、

１
団
体
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
４
２
３

＊
(  )内
は
住
所
で
す
。
た
だ
し
、
民
生
委
員
･児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
の
記
載
で
す
。

一
般
表
彰
(敬
称
略
)

功
労
者
表
彰


